「不当請求編」編

登場人物：　　A　香里　　B　麻紀（主人公の友達）　　C　優奈（主人公の友達）
D　優奈の兄（高校生くらい）

ハッピールーム：　ドラマ名。女子の間で人気という設定。人気俳優やモデルが出ている。
ジュンヤ君・ケン君：　優奈と香里が好きな俳優。

シーン１　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（学校の休み時間。教室で女子生徒３人が楽しそうに話している。）
B　ねえねえ、昨日の“ハッピールーム”みた！？
C　みたみた！もうジュンヤくんかっこよすぎ！海のシーンとかもうやばかった！
B　ね！あー、あんな彼氏欲しいなあ
A　なに？はっぴーるーむ、って。ドラマ？
C　そうだよ！イケメンとか、かわいいモデルさんとかがいっぱいでてるドラマなの！
B　香里見てる？
A　ううん、見てない。なにそれ、おもしろそう
B　まじおもしろいよ！
C　ね！あれは見なきゃ損だよ。香里の好きなケン君もこの後の話で出るらしいし
A　本当！？わかった！来週から絶対見る！…あ、でももういくつか放送終わってるよね？
B　あー…そうだね、確か昨日が第４話？
A　だいぶ話進んでるね…うーん…DVD待とうかな…
C　え？ネットで見ればいいんじゃない？
A　ネット？
B　うそ、見れるの？
C　うん。実は私、２話からはテレビで見てるんだけど、１話はネットで見たんだ～
A　つまり見てない分をネットで見れるってこと？
C　そうそう。もう４話も載ってるんじゃないかな
A　やった！
B　わー！じゃあ私も見よう！もう一度見たい話があるんだ～！
C　じゃあ後でサイト教えるね！
A/B　ありがとー！

シーン２　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
（帰宅した香里。夜、自室の勉強机の上にノートパソコンを広げている。）
A　優奈に教えてもらったサイトはここかな…？

【検索ワードの欄にハッピールームとドラマ名を入力してみる。】
　【ずらっと表示される。】
A　わー！すごい！いち、に、さん…あ！４話もある！やった！

【さっそくクリックしてドラマを見始める。】

シーン３　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（翌日。朝の学校。登校してきた香里は下駄箱で優奈と会う。）
A　優奈、おはよう！
C　おはよう。昨日教えたサイト、どうだった？
A　おかげさまで２話まで見ることができましたっ！ありがとね！
C　よかったー！これで香里も来週からハッピールームの話できるね！
B　香里―！優奈―！

【後ろから麻紀が走ってくる。】

A　おはよう麻紀
B　おはよう！優奈、マジありがとう！３話のね、大好きなシーンを何度も見れて超幸せだった～！
C　よかった！
A　麻紀、私まだ見てないからネタバレしないでね！今日見るんだから！
B　あ、は～い！
Ａ　それでね、二人に教えたい番組があって
Ｃ　ひょっとして、香里イチ押しのドラマがのってた？
Ａ　うん。ハッピールーム見た後サイト内で見つけちゃった！
少し、前のドラマなんだけど
Ｂ　え～、教えて～
Ｃ　私も！今日、夜暇なんだよね
Ａ　とりあえず早く教室行こう、先生来ちゃう

【３人で笑いながら教室に向かっていく。】

シーン４　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（その日の夕方。昨晩と同じように自室でノートパソコンを広げる香里。）
A　今日はまず３話を見ようっと…。えーっと…あ、これかな？

～『ハッピールーム：３話』タイトルの“動画を見る”という文字が書かれたページに飛び、それをクリックした途端、画面中央に

「本サイトをご利用いただき誠にありがとうございます。本サイト会員のあなた様へ今月の支払料金をお知らせいたします。つきましては２万円を指定の口座にお支払いください。」の文字が表示される。～
[bookmark: _GoBack]
A　え！？何、何？２万円！？どういうこと？お金かかってたってこと！？」

【あわてて家の電話の子機をとってきて、優奈へ電話をかける。】

C　もしもし？
A　あ、優奈！？ごめん、ちょっと大変なことになって…！
C　香里？ちょっとどうしたの？落ち着いて？
A　あのね、ハッピールームの３話を見ようとしたらね、なんか２万円払ってくださいって、文字が出てきて…！
C　えっ！２万円！？私が見たときそんなの出なかったよ！？
　　今も教えてもらったドラマ見てるけど、なんともないし…
A　でも出たの！今も画面に大きく出てるの！どうしたらいいの！？
C　どうしたら、って言われても………あっ、じゃあさ、今から香里んち行ってもいい？
A　う、うん！大丈夫だけど…！
C　今お兄ちゃん帰ってきたから、一緒に行くね！
お兄ちゃんパソコン詳しいし！だから、ちょっと待ってて！
A　わかった、待ってる！

シーン５　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　（しばらくして、香里の自室に香里、優奈、優奈の兄がそろい、パソコンの画面を見つめている。）
C　どう？お兄ちゃん、どうしたらいいかわかる？
D　なんとなくわかった。香里ちゃん、この画面は何をしていたら出てきたの？
A　えっと…ハッピールーム：３話ってタイトルのところの“動画を見る”って文字を押したらこうなりました…
D　なるほどね。うん、じゃあこれは心配しなくていいよ。たぶん不当請求ってやつだ
A/C　ふとうせいきゅう？
D　そう。何かのサイトや、無料の動画とかを見ようとしたらね、急にこういう嘘のお知らせを出してお金をだまし取ろうとする…詐欺ってやつだね
A　詐欺！？
D　香里ちゃんはこの会員ってやつになった覚えはある？
A　いえ、登録なんてしてないです…
D　だったら気にしなくていいと思うよ。よし、俺がこの画面を消してあげよう！

【香里の勉強机のイスに座り、パソコンを操作する兄。その兄の後ろで香里と優奈は安堵の表情を浮かべている。】

A　本当ですか！？ありがとうございます！よかったあ…
C　お兄ちゃんすごーい！

【兄が２人の方へ振り返る。】

D　ていうか、お前らネットに載せられたドラマとか見ちゃだめだからな。ドラマをネットに載せることは法律違反だ。悪い事なんだぞ？
C　えっ…そうなの？
D　そ。だから、こういう失敗をしないためにも、ネット上でドラマとか見るなよ？
A　そうなんだ…知らなかった。はい、わかりました。ごめんなさい…
C　香里ごめんね…、私も知らなかった
A　ううん、大変なことになる前にお兄さんから教えてもらえてよかった！
D　払う前でよかったよ。麻紀ちゃんにも早く伝えな。これからは気を付けるんだぞー
A/C　はーい。
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